
パラボラアンテナの写真

□　太郎さんは，パラボラアンテナに放物線の性質が利用されていることを知

り，放物線について考えています。

〈太郎さんが興味を持った性質〉
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パラボラアンテナの形は，放物線を，その軸を回転の軸として

回転させてできる曲面です。

この曲面には，図 1の断面図のように軸に平行に入ってきた光

や電波を，ある 1点に集めるという性質があります。

この点のことを焦点といいます。

また，光や電波がこの曲面で反射するとき，

入射角＝反射角

となります。

このとき，図 2のように，点 Pや点 Qを同時に通過した光や

電波は，曲面上の点Aや点 Bで反射し，同時に焦点 Fに到達し

ます。光や電波の進む速さは一定なので，

PA＋ AF＝QB＋ BF

が成り立ちます。このことは，光や電波が，図 2の破線上のどの

位置を通過しても成り立ちます。

図 3は，〈太郎さんが興味を持った性質〉を座標平面上に表したものです。図 3と【図 3の説明】

をもとに，⑴～⑶に答えなさい。
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【図 3の説明】

・2点 A，Bは関数 y＝ ax2（aは定数）のグラフ上の点

・点 Aの座標は（4，4）

・点 Bの x座標は－ 2

・点 Fの座標は（0，1）

・点 Pの座標は（4，8）

・点Qの座標は（－ 2，8）

・直線mは∠PAFの二等分線

・直線 �は点Aを通り，直線mと垂直に交わる直線

・点Oは原点

⑴　関数 y＝ ax2 について，①，②に答えなさい。

①　aの値を求めなさい。

②　xの変域が－ 2≦ x≦ 4のとき，yの変域を求めなさい。

⑵　次の には 8より小さい同じ数が入ります。 に適当な数を書きなさい。

PA＋ AFの値は，点 Pと点（4， ）の間の距離と等しい。

QB＋ BFの値は，点Qと点（－ 2， ）の間の距離と等しい。

⑶　直線 �の方程式を求めなさい。

【答】⑴ ① 1

4
② 0≦ y≦ 4 ⑵ － 1 ⑶ y＝ 2x－ 4


